
           ２０１１年度 松蔭中学校 高等学校 学校自己評価報告 

                                           松蔭中学校 高等学校 

 

 これは分掌（各学年担任団、校務担当各部）ごとに下記要領で実施した「２０１１年度学校自己評価」を報告するものです。 

 

① 自己評価は次の 13領域（部署）ごとに実施した。 

・各学年団（中学 1年～高校 3年の 6学年） 

・校務分掌各部（教務部、生徒部、宗教部、総務部、進路指導部、入試広報室、読書運動委員会） 

② 評価法 

・年度初めに、評価対象、評価項目、実践目標等を設定した。 

・年度末に、実践内容について評価した。 

・評価は、Ａ（よくできた）、Ｂ（できた）、Ｃ（あまりできなかった）、Ｄ（できなかった）の４段階とした。 

③ 改善・向上策 

・上記評価に基づき、改善策・向上策を検討し記載した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



           中学 1年生 

領域 対象 評価項目 実践目標 実践内容 評

価 

改善策・向上策 

中
学
１
年 

学年目標 学年の目標の理解と実践 「自他を大切にする人であ

れ」という目標設定の理由

を説明し、具体的に実践さ

せる。 

・オリエンテーションキャンプ、学年集会、 

クラスでのＨＲ等で口頭で取り上げ啓発活 

動を行った。 

学年掲示板や教室に掲示し、常に意識でき 

るよう心がけた。 

 

Ｂ 常に意識させるには頻繁に

呼びかけることが必要であ

る。年度後半の学年での集ま

りにおいて、声がけが不足し

ていたので、年間通して話題

にあげていくことが必要と

思われる。 

生活指導 指導方針の確認と指導体

制の推進 

年度初めに方針の確認をす

る。 

教師間で常に生徒の情報を報告し、共通の 

理解ができるようにした。 

クラスによって指導に差がでないよう、確 

認しつつ指導にあたった。 

Ａ 教師間での話し合い、共通理

解は充分にできた。 

  

学習指導 基礎学力の定着と学習意

欲の向上 

中学の授業形態に慣れさ

せ、自主的な学習を促す。 

「学習のとりくみ」を作成、配布。 

授業の準備にしっかり取り組めるよう連絡帳

を全員に持たせた。 

学習計画表を作成させ、計画的な取り組みを

促すと共に、各授業で宿題を頻繁に出し、自

宅学習の習慣づけに努めた。 

成績不振の生徒に対して少人数での補習を考

査ごとに実施。また、希望者に対しては応用

力を培うための取り組みも実施。 

学習意欲を高め、校外の生徒の学習程度も意

識できるよう、希望者実力を学期ごとに実施。 

百人一首大会やレシテーションコンテストを

実施し、意欲を引き出した。 

Ｂ 年度後半、意欲の落ちてきた

生徒が見られるようになっ

た。今後も個人の実情に応じ

た指導、補い、働きかけが必

要だと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合学習 地域に関する学習 

進路についての学習 

マナーの学習 

自分が生活する地域につ

いて関心を持ち、知る努

力をさせる。 

現在の自分を見つめ、松

蔭での今後の生活につい

て考えさせる。 

小笠原礼法を学び、基本

的なマナーを身につけさ

せる。 

１学期末から冬休み明けまでの期間を通し 

て、「通学路マップ」の作成に取り組み、全作 

品を教室前に掲示。 

「未来予想図」「進路ライブ」などを通して自 

己を振り返り、次年度へ向けての決意表明を 

させた。 

全７回の講義・実習を行い、学年末には復習 

テストを実施。 

Ａ 「未来予想図」はどの作業も

熱心に取り組み、「通学路マ

ップ」も創意工夫の見られる

ものも多かった。一方で「マ

ナー」の日程の関係上、学年 

で足並みをそろえることが

困難であり、生徒間でも共通   

の話題としてあがりにくい

点が問題か。 

行事 オリエンテーションキャ

ンプ 

丹戸キャンプ 

春の遠足、秋の校外学習 

松蔭を知り、松蔭生とし

ての自覚を持たせ、友人

や教師との交流をはか

る。 

自然に親しみ、集団生活

の中で規律を守り、協力

しながら行動させる。 

自然に親しむ。友人と交

流を深める。 

多くの先生方の協力の下、各種ゲームを行

い、友達との交流を深めるための機会を作

った。 

リーダー協力の下、規則正しい生活やルー

ルを守ることの大切さを伝え、また友達と

協力して成し遂げる充実感を味わえる機会

を作った。 

天候に恵まれ春空の下、飯盒炊爨を実施。

秋には自分たちの決めたルートを班別行

動。ともに友達との交流を深める好機とな

った。 

Ｂ 生徒同士の距離が縮まり、   

少し緊張の取れた状態で入

学式を迎えることができた。

が、一方で松蔭生としての自

覚を持たせるという意味で

は、十分とはいえない。キャ

ンプでの限られた時間以外

にもさまざまな教師や卒業

生との関わりを持つ機会を

作る必要があるか。 

 

 

 

 

 

 

 



中学２年生 

          

領域 対象 評価項目 実践目標 実践内容 評

価 

改善策・向上策 

中
学
２
年 

学年目標 学年目標の徹底 中１からの継続目標として、

「よく見る、よく聞く、よく考

える」を、常に心がけるように

させる。 

 

「標語」を廊下、教室に掲示した。 

キャンプ説明会など、全体で集合するときに、

目標の確認を行った。 

普段の学校生活の中で、その都度、不十分な

生徒に対しては指導を行った。 

Ｂ       「よく見る、よく聞く、よく

考える」をさらに心に定着さ

せるように、日常生活の中で

も学年全体に呼びかけると効

果的である。 

生活指導 指導方針の確認と指導

体制の推進 

学校の規定を遵守させる。年度

初めに方針の確認をする。 

服装規定に反する生徒対して、根気よく注

意・指導を行った。 

学年共通の指導を心がけ、担任間の共通認識

をもって指導にあたった。 

 

Ｂ 日々の生活の中で、その都度

根気よく指導を継続すること

が大切である。 

注意を促すだけではなく、き

っちりとした生活ができてい

たときには、それを評価し、

ほめる姿勢も対せいつであ

る。 

学習指導 学習意欲の向上と学力

の定着 

授業を大切にすることを徹底

させる。 

自宅学習の習慣を身につけて

基礎学力をつける。 

授業準備（教室移動も）を徹底させるため、

休み時間から指導にあたった。 

第 2 回・3 回の実力考査の後、各教科担当者

に依頼して、考査の解説授業を実施した。 

 

 

Ｂ 生徒たちの意識がある程度定

着するまで、しばらくの間、

指導を継続する必要がある。 

実力考査後の解説について

は、答案返却時に行うという

案もあった。 

テストの重要性を生徒にどう

伝えていくかが今後の課題で

ある。 

総合学習 「いのち」の学習 「生」「死」「生き方」の３つの

キーワードに基づいて「いの

ち」について深く考えさせる。 

ワークシートを用いた作業、映画鑑賞などを

通じて、必要な知識を与え、「いのち」につい

て考えさせる授業を行った。 

 

Ａ 生徒が自分自身のこととして

とらえられるよう、材料や展

開を工夫する必要がある。 

 学年行事 海洋キャンプ １、協調性を育てる。 

２、海洋スポーツの楽しさ 

を知る。 

３、自然のすばらしさを知 

り、自然環境の大切さ 

を学ぶ。 

海洋スポーツを通して、人との協力の大切さ、

海洋スポーツの楽しさと厳しさを学んだ。ま

た、共同生活をともにすることで、周りへの

思いやりと協力の精神を学んだ。 

また、大自然の中で生活し、動植物も人も皆、

自然の一部であることを学んだ。 

 

Ａ 集団行動の時間厳守を徹底さ

せ、静かに人の話に耳を傾け

ることができる集中力を身に

つけさせる必要がある。 

指導員の方々に対する礼儀と

感謝を言動でしっかりと伝え

られる習慣を身につけさせる

必要がある。 

普段の学校生活の中で「けじ

め」をつけさせる習慣を身に

つけることが大切である。 

 

 遠足（５月） 自然に親しむ。友人と交流を深

める。 

前日の雨天により、急遽ロープウェーを利用

して登山・下山を行った。山上での遊具とし

て、バレーボール・フライングディスク・長

縄を持参した。 

 

Ｂ 他校との重なりがなければ、

ロープウェーの利用も可能で

あったが、最後のクラスは、

山上で過ごす時間が少なくな

るので、山上の時間をもう少

し余裕を持って設定する必要

がある。 

  校外学習（10 月） 自然に親しむ。友人と交流を深

める。 

午前中は、姫路城の修復現場の見学をし、午

後からは、姫路セントラルパークのサファリ

ゾーンの自由散策を行った。 

 

Ａ 一日に 2 カ所を回るのは、時

間的にも、気分的にも少し余

裕がなかった。1 カ所滞在の方

がゆっくりと過ごせる気がす

る。 

 

 

 

 

 

 

  



            中学３年生 

 

領域 対象 評価項目 実践目標 実践内容 評

価 

改善策・向上策 

中
学
３
年 

学年目標 学年目標の徹底 中１からの継続目標とし

て、「恕」を、常に心がける

ようにさせる。 

中３独自の目標として、「守

ろう締め切り、めざそう満

点！」という目標も追加す

る。 

１、学年の掲示板と各クラスの教室に掲示し、

意識付けをはかった。 

２、提出物や申し込みの期日を厳守する習慣を

つけるように指導。日常的におこなわれる小テ

ストを重視し、確実な準備をするように指導し

た。 

３、教師の姿勢を一致させた。 

Ｂ それなりの意識づけはできた

と思われる。 

生活指導 指導方針の確認と指導

体制の推進 

学校の規定を遵守させる。

年度初めに方針の確認をす

る。 

１、学年の教師の間で、常に生徒の情報を報告

し、共通の理解と指導ができるようにした。 

２、クラスによって指導に差が出ないように確

認しあった。 

３、常に保護者との連絡を密にして、家庭の協

力も得ながら指導した。 

４、遅刻の多い生徒に対して、保護者と共に原

因と対策を話し合うことを要望する注意文書

を郵送し、返事を送付してもらった。 

Ａ ほぼ達成できた。 

職員室で、随時クラスのこと、

生徒のことなどを話題にし、

共通理解をふかめようとし

た。 

・２学期の注意書の効果はか

なりあった。 

学習指導 学習意欲の向上と学力

の定着 

授業を大切にすることを徹

底させる。 

自宅学習の習慣を身につけ

て基礎学力をつける。 

１、個人面談などで、各自の学習状況を把握し、

改善点などの指導をした。 

２、２学期には、昨年度同様「授業態度に関す

るアンケート」を、教科担当者全員に実施し、

問題点を明らかにしたり、指導が必要な生徒の

面談をしたり、クラス全体に問題提起をしたり

した。必要な場合は、保護者にも連絡して理解

と協力を求めた。その後、学年の教師が適宜授

業参観もした。 

３、定期考査以外に５教科の実力テストを、学

期ごとに実施した。 

４、夏休みに英語、数学の基礎講座・理科の実

験講座、希望者の実力テストを実施した。冬休

み前にも希望者の実力テストを実施した。 

５、進路ライブとして、高校３年生の体験談を

聴く機会を持った。 

Ｂ 学校生活に慣れてきた生徒の

緊張感を維持させるのは、な

かなか難しいので、さまざま

な方法でアプローチする必要

がある。 

総合学習 平和学習 戦争体験者へのインタビーや、

見学などを通して、平和に

ついて考える力を育てる。 

 

１、１学期は戦争体験を聴く会 

２、２学期は被爆体験の講演会、平和ミュージ

アムの見学。 

３、３学期は「平和への提言」の作成と発     

表。 

Ａ 生徒は真面目に、熱心に取り

組んだ。 

 学年行事 スキー修学旅行 １、協調性を育てる。 

２、スキーの楽しさを知り、

技術を向上させる。 

３、自然のすばらしさを知

る。 

１、団体生活での、けじめの大切さや、時間厳

守の必要性を特に強調して指導した。 

２、スキーでは、インストラクターの指導をし

っかり聞いて、取り組むように指導した。 

 

Ｂ インフルエンザや感染性胃腸

炎などで十分にプログラムを

楽しめなかった生徒がいた。 

 

遠足（５月） 自然に親しむ。友人と交流

を深める。 

谷上から山田道を通り、森林植物園に行った。

帰りも同じコース。。 

Ａ 生徒はのんびりと楽しんでい

た。。 

  校外学習（10 月） 平和学習 立命館平和ミュージアムの見学と金閣寺を見

学した。 

Ａ ほぼ予定通り実施できた。熱

心に見学できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 



                               高校１年生 

 

領域 対象 評価項目 実践目標 実践内容 評

価 

改善策・向上策 

高 

校 

1 

年 

学年の目標 学年の目標の 

理解と実践 

学年目標「物事をよく考え

て行動する」を理解させ具

体的に実践させる。 

・学年の目標を生徒に伝え、日常の様々な場面

で具体的に実践させるように伝えた。 

Ｂ それぞれの行動に徐々に責任

と自覚が芽生えたがまだまだ

十分とは言えず、今後も指導

を継続する。 

生活指導 継続的指導 学校の規定を遵守させる。 ・学年教師が日常的にあきらめることなく注意

を行い、指導をやり続けた。 

・遅刻をしないなど、基本的な生活習慣がつく

ように指導した。 

Ｂ 風紀面・マナー指導など、教

師が継続的に指導する。 

学習指導 学習意欲の向上 

と 

学力の向上 

・高校生としての学習習慣

の定着をはかる。 

・生徒の個々のレベルに応

じて指導する。 

・集中して授業を受けるように指導した。 

・定期考査前後を使いに個人面談を行い、特に

学習意欲の薄れてきた生徒には注意し励ま

した。 

・夏休みに進学補習を実施した。 

・英語・数学の習熟度別授業を実施した。 

・「英語特別クラス」を設置した。 

・次年度から始まる校内予備校に向け、教育講

演会や模擬授業を開いて、進路に向けての意

識を高めた。 

Ｂ 日常の学習習慣を付けさせる

ために日々、指導を続けた。 

今後も進路に向けて、目標を

持たせられるよう指導を継続

する。 

 

総合学習 進路学習 自分にふさわしい、自分の 

進むべき道を選択できるよ 

うに、いろいろな方面から 

アプローチする。 

・学期ごとに次のようなテーマにそった学習を

行った。 

「自己理解」 

「学問研究」 

「将来を考える」 

・教育実習生など多くの人から話を聞き、進路

を考える機会を増やした。 

・大学の先生の授業を受けた。 

・１年間の学習のまとめとして、自分の進路に

関する考えをまとめ、クラスで発表した。 

・キャリア教育の一環として、卒業生を中心と

した構成員からなる Blue earth 塾の実習を

した。 

Ａ 教室でおこなう作業や調べ学

習について内容について検討

する。 

生徒の希望をもとに興味ある

分野を中心に取り組んだが、

それだけではなく、興味があ

る分野以外の話を聞いたり、

体験したりするなど、広く興

味をもたせる。 

卒業生との縦のつながりが持

てたことは良かった、次年度

も継続したい。 

行事 平和学習・広島 中３の総合学習から取り組 

んできた、平和についての 

考えをまとめる。 

・広島へ行き、ガイドの話を聞きながら、原爆

資料館や様々な慰霊碑を見学した。 

・レポートをまとめ、冊子を作成した。 

Ａ 社会科などとも連携し、さら

に事前学習をおこなう。 

校外学習・奈良 ・世界遺産をめぐり、奈良 

を散策する。 

・友人との親交を深める。 

グループに分かれ、希望のコースを決定し、散

策した。 

Ａ 希望のコースを決定する際

に、事前学習にもっと時間を

使う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



高校２年 

領域 対象 評価項目 実践目標 実践内容 評

価 

改善策・向上策 

高
校
２
年 

学年の目標 学年目標の理解と実践 学年の目標 

「あとはやるのみ！～自分

の目標に向かって思い描い

たことを実行しよう～」を

理解させ、具体的に実践さ

せる。 

進路について、生徒が自分の目標を設定し、そ

の進路実現に向けて日々努力するように伝え

る。 

日常の生徒との関わりの中で、教師が常に生徒

の目標を念頭において指導にあたる。 

Ｂ 目標と現実の力とのギャップ

に悩んでいる生徒に対して

は、意欲を継続できるよう、

生徒とよく話し合って指導し

続けていく。 

 生活指導 継続的指導 学校の規定を遵守させる。 遅刻や風紀面など、学年教師が日常的に注意を

行い、指導をし続ける。 

Ｂ 個々の生徒に応じて常に粘り

強く指導を続けていく。 

 学習指導 学力をつけさせる 生徒の個々のレベルに応じ

て指導する。 

進路希望によるコース別のクラス編成 

英語の習熟度別授業の実施 

夏休みの進学補習の実施 

年３回の実力考査を実施 

希望者を対象に、実力考査やマーク式テストを

実施 

Ａ 進学補習や実力テストなど、

それぞれの意欲に応じて頑張

れる機会を多く設けることが

できた。実力テストの振り返

りを行い、実力をつけさせる

ようする。 

 

 進路学習 自分の進むべき進路や、来

年度のコースを決定し、自

分の進路に向けて努力でき

るように、いろいろな方面

からアプローチする。 

入試制度について勉強する機会を設ける。 

自己推薦文や志望理由書を書く。 

担任、生徒および保護者との面談を実施し、自

分の進路について考える。 

4 月の学年集会、7 月の選択説明会において、

保護者と共に進路について考える。 

Ｂ 以前よりも進路に関する内容

を総合学習に増やすことがで

きたが、コースなど個々の興

味に応じた内容をさらに検討

していく 

 行事 修学旅行 事前学習で、九州について

の知識を深め、旅行への興

味を持たせる。 

現地では、できるだけ多く

のものを見たり、聞いたり、

体験したりできるようにさ

せる。 

ガイドブックの作成を通して、九州への興味を

持たせる。 

長崎班別学習や島原での体験プログラムなど

を通して、現地で多くの自然や文化に触れる。 

Ａ 震災の影響による東北からの

場所・プログラムの変更であ

ったが、班別行動などが多く、

生徒たちは満喫していたよう

だ。改善の余地はまだあるの

で、班別の話し合いなどもっ

と深くまで持っていければよ

かった。 

    

 

春の遠足 六甲山を登山し、神戸の自

然に触れる。 

登山道を歩き、カンツリーハウスで自然を満喫

する。 

友人との親交を深める。 

Ａ 雨の翌日でコースの変更があ

った。あらゆる場合の対応を

考えておく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



高校 3年生 

領域 対象 評価項目 実践目標 実践内容 評

価 

改善策・向上策 

高 

校 

３ 

年 
 

学年の目標 

 

学年の目標の 

理解と実践 

学年の目標 

 「自分の目標を 

達成しよう」 

特に卒業後の進路を定め、その進路実現に向け 

てのプロセスを確認し日々努力する。 

Ａ 生徒の目標を確認し、個々に

応じた進路実現のプロセスを

伝えることが必要である。 

生活指導 

 

継続的指導 

 

きちんとルールを守れるよ

うに粘り強く指導する。 

・担任が中心となり、状況に応じて指導 

 した。 

Ｂ 教師全員が何度も粘り強く注

意指導する事が大切である。 

学習指導 

 

進路の研究と決定 自分の適性や関心に合致し

た進路を見つけ、受験へ向け

て準備する。 

・4 月の学年集会で、保護者と共に進路 

ガイダンスを行う。 

・4 月と 7 月に進路調査を実施。 

・計３回の実力テストを 4 月，6 月，9 月に実

施。 

・6 月に希望者対象の小論文テストを実施 

・１学期に各大学の入試担当者が来校し、入試

説明会を実施した。 

・卒業生が進路アドバイザーとして来校し 

 個人的な体験談を聞く機会を持った。 

・担任との進路に関する個人面談を実施 

・7 月に具体的な進路説明会を実施。 

・夏休みに担任と生徒、保護者との三者面談を

実施。 

・進路に関する情報を「進路ストーリー」 

 というプリントで配布。 

Ａ AO 入試・指定校推薦・公募推

薦・松蔭特別推薦・一般入試

など入試形態が異なるため、

個々に応じた進路指導が必要

である。 

 

進路指導部との綿密な連携を

しながら、担任も情報を整理

し的確な指導にあたる。 

  受験指導 自分の進路実現のために 

受験に向けて準備する。 

・夏休みと３学期に進学補習を実施 

・計３回の実力テストを 4 月，6 月，9 月に実

施。その際に数・理・社の科目についても希

望者にオプションとして実施 

・6 月に希望者対象の小論文テストを実施。 

Ｂ 進学補習は出来る限り個々の

学力や入試レベルに応じた指

導が出来るように努力する。 

  チャレプロへの参加 自分の興味や関心に基づき

体験学習をする。 

・ブルーアースプロジェクト，体験型プログラ

ムから１つを選択し、日常学習では体験でき

ないプログラムを自主的に実践。 

Ｂ 過去の流れを踏まえて、内容

を検討する。 

 

総合学習 小論文を書く 自分でテーマを見つけ、 

1200～2000 字の小論文にま

とめる。 

・情報検索（インターネット検索）ガイダンス

を行う。 

・論文の書き方を学ばせる。 

・様々な講演を聴き、テーマ決定の一助とする。 

Ｂ 論文作成方法の定着を図る。 

 

学習成果を個々人に還元出来

るように努める。 

 行事 遠足 六甲山を登山し、神戸の自然

に触れる。 

友人との親交を深める。 

・新神戸～布引ハーブ園を登山した。 Ａ より良いコースを検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教務部 

領域 対象 評価項目 実践目標 実践内容 評

価 

改善策・向上策 

教 

務 

部 

教育課程 教育課程の作成 基礎的な学力を身につけ

る。 

 

 

わかりやすい授業をめざすだけでなく、小

テストの繰り返し、放課後の英語教室・定

期考査後の補講・補習などによって、基礎

学力の修得に力を入れる。 

Ｂ ジュニアブロックで定期考査後

の補講・補習の拡充を目指す。 

生徒の学力や進路に応じ 

た、きめ細かい指導をおこ 

なう。 

英語・数学などでグレ―ド別クラスを編成

する。また、選択科目を設置して進路に応

じた指導をおこなう。長期休暇には進学補

習・中学補習を拡大実施した。 

Ｂ 土曜日に、中学１年生対象の英会

話教室、中学２年生以上対象にＥ

ＣＣ英検対策講座を実施する。ま

た、高校２年生対象に校内予備校

を実施する。夏休み中に補習週間

を前後期２回設定し補習を行う。 

生徒の学力を正確に把 

握し評価する。 

 

 

 

 

学力把握のため、定期考査以外に実力考査

を学期ごとに年間３回実施する。また適宜

成績を数値化して努力の成果を確認させ

る。さらに学習意欲の向上をはかるため、

英語検定やﾄｰｲｯｸﾌﾞﾘｯｼﾞ・ﾄｰｲｯｸ・漢字検定

などを実施する。 

Ｂ 実力考査実施後の学習指導を充

実させる。評価方法について再確

認をすすめる。 

特別支援教育について、評価・科

目履修・単位修得の問題点を確認

し、改善していく。 

体験的・問題解決的な学習 

を展開する。 

総合学習において自主的な調べ学習、体験

的・問題解決的な学習を展開する。高２の

修学旅行、高１の広島平和学習、高３のﾁｬﾚ

ﾝｼﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの挑戦など、校外でさまざまな

体験・事前学習をする。 

Ａ 中学においてもキャリア教育の

導入をはかる。そのために、 

保護者・卒業生・外部の人々の協

力を求める。 

研修 教員の研修 教員の資質を向上させるた 

め適切な研修をおこなう。 

昨年度発足させた「教員研修委員会」を継

続し、教務の研修係 2 名がその委員として

参加した。昨年度 2 クラスだった研究指定

学級を中学の 5 クラスに拡大し、その担任

の実践をもとに研修会をおこなった。 

教科ごとに新任教員に対する研修をおこな

った。 

A 教員研修委員会での活動をすす

める。 

外部研修会にも積極的に参加す

る。 

国 際 理 解 

教   育 

国際交流と国際理解 適切な国際交流行事をおこ 

ない、他国の歴史や文化に 

対する理解を深める。 

今年度も、２学期に留学団体を通してアメ

リカ人生徒を受け入れた。中３・高１・高

２を対象にﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞのｾﾝﾄ・ﾋﾟｰﾀｰｽﾞｽｸｰﾙ

へ短期語学留学を実施した。その事前学習

としてﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞの歴史・文化を学んだ。

姉妹校である韓国・信明高校へ生徒を派遣

し、授業参加、ホームステイなどを行った。

訪問前に韓国語、文化の勉強会を行った。

３学期には信明高校の生徒を受け入れし、

様々な活動を通して交流を深めた。 

Ａ ２０１２年度の信明高校への派

遣に向けて、韓国の言葉、文化の

理解をさらに深める。 

ｾﾝﾄ・ﾋﾟｰﾀｰｽﾞｽｸｰﾙへの派遣も引き

続き行い、友好関係を継続する。 

芸 術文化教  

育 

 

芸術鑑賞行事 

 

適切な芸術鑑賞行事を設定

する。 

 

2011 年度は演劇鑑賞の年で、劇団わらび座

のパフォーマンスバンド「響」による『アラ

イブ』を鑑賞した。 

2012 年度は松蔭女子学院創立１２０周年の

年であるが、その記念式典と併せて、大阪フ

ィルハーモニー交響楽団によるクラシック

鑑賞を予定している。 

Ａ 

 

年に一度の団体芸術鑑賞を設定

するだけでなく、中１の「わくわ

くオーケストラ」といったような

外部の芸術鑑賞の機会を積極的

に利用し、学年単位の取り組みも

進めていく。 

 

学校行事 

 

適切な学校行事の設定 さまざまな学校行事におい

て、生徒の運動能力や自主

性を高めることをめざす。 

運動能力向上のための学校行事として、体育

祭・球技大会・春の遠足（登山）・中２海洋

キャンプ・中３スキー修学旅行・冬休みスキ

ーキャンプを設定する。自主性向上のため、

中１キャンプ２回・高１広島平和学習・高２

九州修学旅行等を実施する。 

その他の学校行事として、文化祭・バザー・

秋の校外学習などを設定する。 

Ｂ 定期考査・学校行事の配列を更に

より良い形になるように考える。 

各行事の内容を見直す。 

 



生徒部 

領域 対象 評価項目 実践目標 実践内容 評

価 

改善策・向上策 

 

生
徒
部 

生活指導 

 

生徒指導方針の確認と

指導体制の推進 

年度当初に生徒指導方針を

明確にし、定期的に達成状

況を確認する。 

継続して校門指導を行い、頭髪違反者がか

なり減少したが、特定の生徒が指導に応じ

なかった。校門指導に頼る余り、クラスで

の指導が少し甘くなった。 

Ｂ 朝礼時や授業時にも、すべての

教員が目に付いた生徒に注意を

与えるようにする。 

生徒の内面の理解を図

る指導の工夫をする。 

養護教諭やスクールカウン

セラーと連携を深める。 

担任と担当者の打合せが不十分であった。 Ｂ 指導上必要な情報に、正確に伝

え合う仕組みを作る。 

紛失物をゼロにする。 持ち物に名前を書かせ、ロ

ッカーの施錠を徹底する。 

教科書や体操服などを配布した直後に名前

を書かせることを徹底した。 

Ａ 担任が指導しなくても、自らで

きるように徹底する。 

服装規定の遵守 正しく制服を着用し、頭髪

も自然のままにしておく。 

担任・学年を中心に指導する。その上、違

反者の生徒を生徒部でも指導する。 

Ｂ 頭髪違反者は減少傾向である

が、特定の生徒を何度も指導し

た。制服を正しく着用していな

い生徒がまだいる状況。特に冬

服時は、朝終礼時及び校門指導

を含め、日常の指導を継続して

いかなければならない。 

美化指導 登下校のマナー 交通ルール及び車内のマナ

ーを守らせ、寄り道をしな

いようにさせる。 

関係機関と連携し、登校指導の実施、及び

補導活動（列車補導も含む）を定期的に実

施する。 

Ｂ 街頭補導での指導した生徒数は

減少している。しかし、マナー

に関する苦情は多く、重点的な

補導活動が必要である。 

紛失・盗難の撲滅 教室の戸締めの徹底及び貴

重品の管理を徹底する。 

移動教室の際は、戸締めをさせ、貴重品（携

帯電話や財布）は担任が預かる。また、校

内を巡回し紛失・盗難を未然に防ぐ。 

Ｂ 紛失・盗難件数はそれほど多く

ないが、貴重品管理に関しては、

徹底した指導が望まれる。 

移動教室時の教室の施錠は特に

注意を必要とする。 

生徒だけに任せず校内巡回など

徹底する必要もあり。 

校内美化・清掃に努め

る。 

大掃除を利用し、隅々まで

掃除を徹底する。 

教室、トイレをきれいに保

つ 

 

大掃除の際、普段できない雑巾がけや窓拭

きなどを徹底する。 

学校リニューアルに伴い、教室、トイレが

新しくなったので、掃除の仕方を指導し、

きれいに保つようにする。 

Ｂ 学校が綺麗になったことによ

り、生徒の美化意識も高まり、

教室の掃除がよく生き届くよう

になった。 

  ゴミの分別の徹底とリ

サイクル活動の推進 

美化委員が中心となり、リ

サイクル活動を行う。 

ペットボトルのゴミの減量

化を行う。 

美化委員と教員がリサイクル活動を毎週、

火曜日と金曜日に行う。 

ペットボトルのゴミを持ち帰るよう呼びか

けを行う。 

Ｂ 美化委員と教員でリサイクル活

動を行った。ペットボトルの持

ち帰りはあまり徹底できなかっ

た。 

 生徒会指導 生徒会活動の活性化 生徒会活動に興味・関心が

湧くようそれぞれの活動に

工夫を凝らす。 

ＨＰによる活動報告の活性化。 

エコキャップ運動など、近年取り組み始め

た活動の充実。 

あいさつ運動の拡充。 

校外清掃活動の回数の増加。 

東日本大震災被災者支援活動の実施。 

Ｂ それぞれの活動は地道に取り組

んではいたが、一般の生徒の認

知度は低い。清掃活動やあいさ

つ運動が生徒会での活動が校内

において、ひろがりを持つよう

にしていきたい。 

  学校行事の充実 体育祭・文化祭をよりよい

ものに変えていく 

体育祭運営をよりスムーズに行う。競技や

グループ分けについて検討する。 

文化祭はテーマに基づき、それぞれの舞台

演技・展示の充実を図る。また、その他学

校行事において積極的に参加するとともに

生徒会としても生徒の自治能力を向上させ

る。 

Ａ 体育祭に関して、２学期末にア

ンケート調査を行った。体育祭

のグループわけについて再度検

討する。 

  各委員会の積極的な活

動 

評議・執行・美化・保健・

特別の各委員会に目標を持

って生徒主体の活動を目指

す 

ゴミの分別を確実に行う 

色や匂いが与える心理的影響についての知

識関心を深める。 

生徒会関係冊子の充実に努める。 

Ａ それぞれの部署で積極的な取り

組みが見られた。生徒会活動と

同様、一般生徒の認知度を上げ

ていきたい。 



 

安全教育 防火管理体制を整え自

衛消防に努める 

年３回の避難訓練の実施を

目標とし、教職員および生

徒の防火意識を高める。 

生徒に連絡する訓練と抜き打ちでする訓練

とを行い、それぞれの場合できちんと避難

できるようにする。また、教職員対象に火

災報知器訓練を行い、各教職員が対応でき

るようにする。 

Ｂ 天候に恵まれず、避難訓練は 2

回のみとなった。また、リニュ

ーアル後の火報器の操作の再確

認が必要。 

  校内危機対応意識を高

め、不審者の対応に努

める 

それぞれの役割を把握し、

不審者対応講習を行う。 

中学１年生に防犯教室を実施する。また、

教職員は、校門指導・下校指導と連動し、

不審者から生徒の安全を確保する。 

Ｂ 

 

教員、生徒ともに安全意識を確

認する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車通学者への安全

の意識を高める 

自転車通学者に年１回の講

習を行う。 

自転車通学者リストを作成し、対象者に自

転車交通安全講習会を行う。自転車に乗る

ことは、交通被害者にも加害者にもなると

いうことを自覚させる。 

Ｂ 講習対象生徒が一度に集まら

ず、何度も追加講習を実施した。

安全に関わることなので、講堂

での一斉講習も考える。 

 

応急処置の意識を高め

る 

緊急時に正しく的確な応急

処置ができるようになる。 

年一回、AEDを用いた心肺蘇生法の講習会を

行う。継続的に講習会を行うことで、より

新しい情報を取り入れ、各教職員の応急処

置の技術・知識を向上させる。 

Ａ  毎年継続して万が一のときに備

える。 

応急処置の意識を高め

る 

 

 

 

緊急時に正しく的確な応急

処置ができるようになる。 

 

 

 

年一回、AEDを用いた心肺蘇生法の講習会を

行う。継続的に講習会を行うことで、より

新しい情報を取り入れ、各教職員の応急処

置の技術・知識を向上させる。 

 

Ａ  

 

毎年継続して万が一のときに備

える。 

 

 

 

性教育 実態に応じた性教育の

推進 

性についての知識の浸透を

図り、教科・学年と連携を

とりながら、目標を掲げて

取り組む。 

中学２年生と高校２年生に性教育講演会を

実施する。性に関する問題・現状を知り、

思春期の心身の発達を理解する。また、性

教育のあり方を再度検討する。 

Ｂ 中学２年生と高校２年生の講演

をいのち語り隊による「いのち

の教室」で連携させることがで

きた。さらに性教育を６年一貫

教育として系統立てて取り組め

るようにする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



宗教部 

領域 対象 評価項目 実践目標 実践内容 評 

価 

改善策・向上策 

宗 

教 

部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常礼拝の

実施 

奨励の当番表の作成 各学年等に奨励の当番を割り

当てる 

当番学年への事前連絡 聖書朗読者の名前を

確認し、朗読箇所を知らせる作業が遅くなり

がちだったが一応理解された。 

B 今後、お話をしてくださる方が

偏る点を改善し、誰でもお話い

ただける雰囲気をもっと作っ

ていくようにしたい。 

ｵﾙｶﾞﾆｽﾄ手配 ｵﾙｶﾞﾆｽﾄを手配し、出来るだけ

早くに聖歌番号を決定 

新聖歌集が配布されてから、少しずつ新しい

曲も浸透してきているように思う。 

Ａ 新しい曲も、しだいに浸透する

ようになってきている。 

生徒の参加に関する指

導等 

礼拝をよい状態で受けること

が出来るよう工夫する 

礼拝前に聖歌の練習なども行い、黙想など礼

拝を始める雰囲気を作った。 

B 

 

生徒に歌わせるように、礼拝へ

積極的に参加できるように継

続して行う。 

特別礼拝の

実施 

説教者選定 ふさわしい方を選定依頼 いろんな方面から説教者をお願いして有意義

な話をしていただいた。 

Ａ これからも多くの人脈を得ら

れるよう努力を続ける。 

オルガニスト・聖歌隊手

配 

併せて聖歌の決定 各クラブやオルガニストの方からアプローチ

をかけてくださった。 

Ａ 各方面と連絡を密にとって、こ

れからも継続していく。 

式次第作成 説教者や聖歌隊と連絡を取り

、式次第・式文を作成 

各々の式にふさわしい選曲、聖句やお祈りな

どを選択できた。 

Ａ よりいっそうの研鑽を続けて

行きたい。 

宗教週間の

諸行事実施 

各種プログラムの企画

立案 

生徒が参加したくなる、そし

て宗教週間の主旨にあうプロ

グラムを考える。 

キリスト教に関連する本やグッズ、パンの販

売を企画した。クリスマスの飾り作りも行っ

た。 

Ａ 情報宣伝活動をより積極的に

行って生徒に訴えかけ、さかん

に参加するようすすめる。 

その他礼拝 参加自由礼拝の企画 親しみやすい集まりを持ちキ

リスト教に興味を持ってもら

う。 

お誕生日礼拝、逝去者記念礼拝、震災記念礼

拝、キャンドルサービスなどを行って、ずい

ぶん参加者も増えた。 

Ａ これからも積極的に生徒へ呼

びかけて、広めていきたい。 

各奉仕活動

の実施 

 

 

 

特別養護老人ホーム 

きしろ荘関連 

施設との話を密にし、利用者

、生徒共にプラスになる様プ

ログラムを考える 

年２回の喫茶サーヴィス、クリスマスの飾り

付けを企画した。関係クラブや生徒会にも協

力を要請。 

Ａ 積極的に生徒会や有志生徒や

茶道部の部員も参加してくれ

た。 

真生乳児院関連 

 

施設との話を密にし、利用者

、生徒共にプラスになる様プ

ログラムを考える 

１，２学期を中心に年２期（１２回）の育児

体験を企画。広く応募を呼びかけて参加を促

した。 

Ａ 今年度も多くの生徒が参加希

望をし、年2回の各々の参加日

も期待されている。 

 

人権教育活

動の実施 

 

 

 

 

 

生徒向けの人権研修の

企画立案 

今の諸問題を的確に生徒に伝

えることが出来るように留意

する 

生徒向け人権映画として『Colorful』を鑑賞

した。ジェンダーフリーをあつかったリーフ

レット「ちょっと大事な話」を配布. 

Ａ 生徒からの感想も率直なもの

で好感触である。今後も啓発を

続けて行きたい。 

啓発文書の作成 大切なことをわかりやすく伝

えていく。 

人権映画鑑賞にあわせて映画の解説・見所な

どを掲載した『チャペルニュース』を発行。

事前に礼拝でも問題提起する機会を持った。 

Ａ 型どおりではなく、いろいろな

意見を持つよう準備でき良好。

これからも継続したい。 

教職員向けの人権研修

の企画立案 

教育を行う上で大切な人権感

覚を養うことが出来るように

考える 

全員研修として講演会を予定したが、翌年度

回しになった。リーフレット「ちょっと大事

な話」や映画で教員の理解を深めた。 

B 生徒と同時に教員の啓発活動

も行っていくうえで問題に対

する深い洞察力を養いたい。 

宗教教育に

関するプロ

グラム実施 

様々な場面で行う宗教

教育プログラムの企画

立案 

キリスト教への興味関心を持

たすことが出来るよう考える 

神戸教区主催の広島平和礼拝に参加するプロ

グラムを企画。また、教会の礼拝やバザーに

参加、ボランテイア引率することも企画。 

Ａ 今年は参加者が減少したが、次

年度もっと参加を呼びかけた

い。 

啓発文書の

発行 

 

 

青谷編集発行 

 

ｷﾘｽﾄ教に関連する意見や思い

を幅広く収集編集していく 

例年の編集方針に従い、原稿依頼し、発刊し

た。 

B 概ねスムーズに原稿が集まっ

た。 

広く一般教職員からも原稿を

集めたい。 

各種文書発行 時に応じて様々な文章によっ

てｷﾘｽﾄ教を伝えていく 

各行事の連絡を兼ねてﾁｬﾍﾟﾙﾆｭｰｽを発行した。

年間計８回発行した。 

B 行事の時だけでなく定例化を

毎月生徒に配布めざす。 

聖句の教室掲示 

 

教室掲示により聖書に親しみ

、多くの箇所を読ませる 

月1回の発行を目標に、書道部の協力で 

作成。教室掲示することができなかった 

B 今後も理解しやすい聖句を選

び、生徒に浸透させたい。 

関連諸団体

との連携 

献金・人的支援・その他 関連諸団体及び彼らが関わっ

ている現場の状況を把握し、

適切なサポートを考えていく 

今年は東日本大震災の被災者、ワールドヴィ

ジョンジャパンに献金し、活動を行った。 

Ａ 必要とする所に献金、人的支援

をこれからも続けて行って行

きたい。 

 



           総務部 

領域 

 

対象 評価項目 実践目標 実践内容 評

価 

改善策・向上策 

総 

務 

部 

 

 

住所管理 個人情報の管理 住所等個人情報を正確に把握

し、変更があった場合には速

やかに変更する。 

変更の書類が来た際は写しを取り、ストッ

クする。書類は事務所の担当係が打ち込み、

随時、総務部係がチェックした。 

Ａ 事務室から受け取った写しの

整理に努める。 

校内施設 各教室の管理 教室の机・椅子の数の把握。 不良品、修理の必要なものを適宜交換する。 Ａ 教室の机などを定期的に点検

する。新規購入に向けて早め

に発注計画を立てる 

空き教室の有効利用 放課後校内で行われているこ

とがら（部活動・補修など）

を掌握する。 

月初めに職員室に「放課後教室利用一覧」

を貼りだし、各責任者に記入してもらった。 

Ｂ 各責任者に書き込みの徹底を

促すとともに、通常活動の一

覧を作成し、記入を簡素化す

る。 

施設使用状況の把握 校内施設の使用状況を各部署

に連絡する。 

月末に職員室、事務所、管理職員、守衛の

４部署に使用状況一覧を配布し、周知をは

かった。 

 

Ａ 各部署からの報告の把握に努

める。校内イントラネットで

掌握ができるように努める。  

不良箇所の補修 様々な事柄に職員との連携を

心がけて速やかに対処する。 

できるだけ早く職員に連絡を取るようにし

た。必要な場合には業者に修理を依頼した。 

Ｂ 定期的に、校内の見回りをす

る。修繕可能かどうかの見極

めを適切にする。 

情報機器

管理 

情報機器管理 パソコンの設定・管理を随時

行う。 

新職員室を含めた新 PCネットワークの仕様

確定・立ち上げ。立ち上げ後の、各種設定

を業者と共に行った。 

Ａ ネットワークのセキュリティ

面で問題がないか、日常的に

検証を行う。講師室のネット

ワーク構築についても検討す

る。 

 

管理・ 

美化 

校具・消耗品・清掃用

具等の購入・分配 

清掃用具・備品の補充、補修

を適宜行う。必要な備品の検

討・購入 

生徒の清掃に関わる品物を総務部が購入、

必要に応じて分配した。改修工事でトイレ

が改装されたため、清掃用品を一新した。 

Ｂ 定期的に在庫の点検をする。

ある程度のまとまった量を購

入し、コストダウンを心がけ

る 

事業系ゴミの排出 ゴミを分別回収する。学校を

清潔にするように努める。 

指定ゴミ袋に分けて排出した。古紙類・ペ

ットボトルなどは業者に回収を依頼した。

産業廃棄物などは業者にたびたび依頼して

排出した。 

Ｂ 紙類の分別ができないか検討

する。 

 

視聴覚 視聴覚備品の管理・購

入 

備品を管理し、計画的に購入

する。 

必要な時に機材がすぐ貸し出せるよう視聴

覚室を整理した。 

機材の貸し出し予約方法を改めた。 

Ｂ 視聴覚室の整頓を徹底する。 

広報 ホームページ（学校の

広報） 

分かりやすい内容に努める。

定期的に更新する。 

ニュース、情報をできるだけ早く更新した。

情報を見やすくすることを心がけた。 

Ａ リニューアルしたＨＰをより

魅力あるものにしていく。 

トップページのデザインを検

討する。 

ハンドブック（校内の

ルール・約束事の周知） 

訂正ゼロを目指す。 各部署に原稿の作成（訂正）を依頼し、３

月中旬に納入できるよう努めた。 

Ａ 変更点や追加点はハンドブッ

クに関わるかどうかその都度

確認する。 

学校報（一年間の学校

の記録） 

記録として分かりやすい内容

にする。 

１年間の正確な記録を集め、一学期末の発

行に努めた。 

Ａ 写真や資料も積極的に増やし

ていく。 

教育の広場（教職員の

声） 

一年を象徴する声を掲載す

る。 

トピックスを検討し、教職員の原稿の回収

に努めた。 

 

Ａ 

記事内容が偏らず、読み易い

誌面になるように、工夫して

いく。 

資料     写真などのデータの一

元化、資料の整理・保

存 

学年で撮影した写真のデータ

を集約する。また、資料を計

画的に保存する。 

写真データ収集を各学年に依頼した。古い

資料の整理に努めた。図書館にも依頼し、

重要なものの移管を実施した。ビデオテー

プを業者に依頼し、DVDで見られるようにし

た。 

資料リストの作成をした。 

資料の貸し出し方法を改めた。 

 

Ａ 

古い資料の整理を進め、系統

的な整理に努める。今後の資

料の整理・保存についても検

討する。 

その他 業者との連絡依頼を速

やかにする。 

依頼を受けた後できるだけ早

く対応する。 

業者とは連絡を密に取るように努めた。優

先順位を付けて、必要な箇所から手を付け

ていった。依頼を受けた部署に対しては結

 

Ｂ 

頻繁に故障して修理がしにく

いものに関しては定期的なメ

ンテナンスや買い換えなどを



果報告に努めた。 推進する。施設管理職員・事

務職員と協同して仕事を円滑

に進めるよう努める。 

式典・学校行事 職員との連携をはかりつつ、

会場等の準備を適切に進め

る。 

設営等は職員にあらかじめ依頼内容を添付

し、作業してもらい、終了後点検を行った。 

 

Ｂ 

設営作業がスムースに行くよ

うに式典前の講堂使用につい

て気を配る。 

 

 

 バザー 当日に至る準備、生徒・教職

員に対する内容の周知をはか

る。 

リユース食器の利用、レンタル器具の活用、

PTAや同窓会、ゴミ回収業者との打ち合わせ

を密にすることを心がけた。 

 

Ｂ 

リユース食器などにかかる諸

費用の抑制に努める。ゴミそ

のものが少なくなるようなバ

ザーの在り方を検討する。 

雨天時の対策を検討する。 

緊急連絡網の補い 休校などの緊急連絡が円滑に

回るよう努める 

必要な場合、メールによる緊急連絡を実施

するようになった。 

 

Ｂ 

送信内容の精査・使用範囲に

ついて検討し、効果的な使用

ができるようにする。計画的

にテストメールを配信する。 

 

 

 

 

進路指導部 

領域 対象 評価項目 実践目標 実践内容 評

価 

改善策・向上策 

進 

路 

指 

導 

部 

進路指導 進路指導体制の充実 目標や夢を持つことと、目

標達成に向けて努力してい

くことの大切さを伝える。 

中学段階での進路指導の充実。 C 総合の時間の柔軟性のある使

い方や、学年内の部の教師の

体制充実が不可欠。 

  中高６年間のそれぞれの発

達段階に応じ、進路指導部

と学年が連携しつつ、体系

的な進路指導を実施する。 

各学年の進路指導部の教員を中心に、進路指

導部の体系的な指導の実現を図った。 

B 総合の時間や、学年内の部の

教師の体制充実が不可欠。 

  進学指導の充実 総合的な学習を利用して、

学問・大学研究をし、高校

卒業後の進路に付いて早期

から考える。 

昨年度抜本的に見直した高 1総合での進路学

習を継続的に進めていった。 

B 今年度の生徒の取り組みも踏

まえ、次年度も今年度の内容

やテキストを生かしたい。 

  進路状況について分析を行

ない、進学指導に生かす。 

進路分析を進路指導に生かすべく努力した。 B 過去のデータと現在の生徒の

実力を比べつつ指導してい

く。 

  キャリア教育の充実 受験指導だけではなく、大

学のさらに後の社会での生

き方を考える機会を与え

る。 

高 1・高 2 で職業ガイダンスを行ったが、生

徒たちは興味関心を持って取り組んでいた。 

B 職業ガイダンスは次年度も継

続したい。 

  職場体験をすれば勤労意欲

の向上というような単純な

考え方をせずに、創意工夫

して、社会や自然とのつな

がりを実感しつつ、その後

の人生で生きていく力につ

ながるような気付きの機会

を与える。 

BlueEarthProject の OG を 活 用 し た

BlueEarth 塾を校内でも実施し、高 2 で社会

貢献バザーを考え実施したり、高 1で社会と

かかわるとは何かを考え会う機会を持った。

BlueEarthProject は今年も充実した内容を

実施した。 

B 社会的にも評価を得て、ノウ

ハウや協力先を構築している

この教育活動を、今後も充実

を図るとともに、今後も下級

生にも生かしていきたい。 

 

 



入試広報室 

領域 対象 評価項目 実践目標 実践内容 評

価 

改善策・向上策 

入 

試 

広 

報 

室 

生徒募集 

関連事項 

オープンスクール 小学生・保護者が本校の教

育活動を体験・見学するこ

とで本校入学を志望するよ

うにし、併せて入試に向け

ての学習動機付けとする。 

参加により本校受験を決定したという声が例

年多数あるので、体験授業内容・クラブ見学・

大学での昼食などの一層の充実をはかった。 

Ａ スケジュールが厳しいようなの

で、もう少しゆったりとした内

容を検討する。 

学校説明会 主に小学６年生保護者に対

して入試の詳細について伝

達し、併せて受験意志を固

めさせる。 

９～１１月に３回実施し、礼拝も含め本校の

教育内容を的確に説明した。 

Ａ 動員をより増加させるよう広報

を充実させる。 

クリスマスの集い 冬のオープンスクール的イ

ベントとして小学生に本校

のキリスト教主義学校とし

ての雰囲気を体験してもら

う。 

多数の参加者を得た。盛会であった。 

事故がないことを第一の目標とした。 

Ｂ 本校スタッフ（教職員・手伝い

生徒）の事前打ち合わせを十分

行う。 

思春期母親学講座 

中学受験セミナー 

年度初めての広報イベント

として入試結果を報告する

と共に、スクールカウンセ

ラー講演などにより本校が

生徒のこころの理解に努め

ている点を紹介する。 

ホームページでも参加を受け付け、 

小学生の保護者の方々一緒に考える機会とし

て定着してきた。 

Ａ 小学生の保護者の方が、不安に

思っておられることや、知りた

いと思っておられることを的確

に伝えていく。 

校内個別相談会 

学校見学会 

入試直前の１２月に校内で

の説明会を企画し、受験

生・保護者への最後のアピ

ールを行い、志望校未定者

を志願、受験につなげる。 

個別ブースを設置、また展示コーナーや資料

コーナーを設けた。グループごとの施設見学

も行った。 

Ａ ２回目の実施で、昨年の反省か

ら対応スタッフを増やし、比較

的スムーズに対応できた。 

学外のブース式説明会 主に保護者からの本校への

質問に効果的に答え、受験

意欲を喚起する。 

可能な限り各会に参加し、保護者の本校に対

する疑問・質問に対して的確な説明を心がけ

た。、県下９女子校（小林聖心・神戸国際・神

戸山手・親和・武庫川・百合・甲子園・園田・

及び本校）による「女子教育セッション」を

学校共催イベントとして企画・実施した。 

Ａ 保護者と直接話す機会を増やし

て、現場教員の「顔」の見える

ことをより可能にしていく。 

学外の講演形式説明会 受験意欲を喚起し、校内で

の様々なイベントへの参加

を促す。 

塾主催等の会で本校の教育内容や特色が的確

に明示される内容を企画した。 

３月に「灘区女子３校合同説明会（神戸海星・

親和）」を実施した。 

Ａ 

 

特に他校との合同説明会では、

本校の特色が際立つプレゼンテ

ーションを目指し、誘引力を高

める。 

個別の学校案内 個別案内の機会を持ち丁寧

な応対によって教育活動を

紹介する。 

訪問者に対する学校側の窓口として適切な応

対を心がけた。 

Ａ スムーズな応対・説明を心がけ

る。また担当者がどのような質

問にも対応できるようにする。 

情報提供 

関連事項 

学校案内冊子など 教育内容、卒業後のイメー

ジを的確に伝達できるよう

にする。 

スクールガイド内容を一部更新し、本校の現

在の教育活動や校風が的確に表現されるよう

にした。 

Ａ 最新かつ的確な情報伝達の媒体

とし、学校の魅力を十分伝える。 

DVDなど視聴覚物品 本校生徒の様子を的確に伝

達する。 

放送部に学校紹介ＤＶＤの作成を依頼し好評

を得た。 

Ａ より魅力ある映像をつくる。 

中学受験雑誌記事など 本校教育活動を的確に伝達

する。 

記事原稿作成に協力した。 Ａ 積極的な広報を行う。 

新聞雑誌記事掲載など 本校教育活動の紹介と入試

関連日 

程の紹介。 

本校の教育活動の紹介手段の１つと 

して積極的に掲載依頼を行った。 

Ａ 積極的な広報を行う。 

新聞雑誌広告・看板 本校教育活動の紹介と入試

関連日程の紹介。 

費用対効果も勘案しつつ雑誌・新聞広告、駅

校内看板の作成・業者への依頼を行った。 

Ａ 積極的な広報を行う。 



学校ホームページ 入試広報活動の一環として

受験を検討する資料となる

ような内容を提供する。ま

た入試広報イベントの告

知・申し込みなどに活用す

る。 

「入試ガイド」のページを中心に入試関連情

報・イベント日程などを掲載した。また学校

ニュースの掲載にも協力した。 

Ｂ 総務部ホームページ係と協力し

あい、学校の最新情報を発信す

る。 

ノベルティーグッズ等 受験生が魅力を感じるグッ

ズの提供をはかる。 

制服クッキー・ファイル・ハンドタオル等本

校独自のグッズを製作した。 

Ａ 本校の特色に合致したグッズ

で、小学生に喜んでもらえるも

のを検討する。 

学外教育機

関への広報 

塾訪問（全教員） 塾とのパイプを強化すると

共に、本校教員が中学受験

の現状を知る機会とする。 

新入生塾アンケートよりリストを作成し訪問

を実施。１名につき１塾～２塾を担当した。 

Ｂ 引き続き訪問活動をすすめる。 

塾訪問（入試広報担当） 大手・中堅塾を中心にパイ

プを深め、より多くの塾生

に本校受験をすすめてもら

う。 

年間を通じて複数回の訪問を実施し広報・入

試相談を行った。 

Ｂ 引き続き訪問活動をすすめる。 

塾対象説明会 本校の教育内容を説明し、

小学生・保護者に本校入学

を推薦してもらう。 

外部会場で実施した。 Ａ 本校の教育内容について周知す

る機会として拡充させる。 

校内での実施も検討する。 

模擬試験会場 受験生・保護者に対して本

校をアピールする機会とす

る。 

保護者控え室を設け個別相談会を実施。 Ｂ 同一日に説明会の実施を検討す

る。 

 

 

 

読書運動委員会 

領域 対象 評価項目 実践目標 実践内容 評

価 

改善策・向上策 

図 

書 

教 

育 

読書指導 

 

 

 

全校読書運動 読書習慣をつける 

 

 

読書運動委員会で今年度の全校テーマ

を決める。今年度は「エネルギー」。 

テーマにそった各学年教師による推 

薦図書リストを参考に本を選ばせた。 

リストには紹介文も掲載した。 

B 

 

 

 

 

多くの教師にも読書への意欲を

高めるための協力をもとめる。 

 

 

各学年で、読書後の課題を設定しとり 

くんだ。 

 

A 

課題に対する工夫がみられる 

優秀作を図書館で展示している

が、さらに周知する。 

読書感想文をかく 

第４１回全校読書運動冊子配布 

国語科中心で各学年課題図書を決め、 

感想文をかかせた。 

校内読書感想文コンクール・兵庫県私 

学読書感想文コンクール出品 

全校読書感想文コンクール優秀作の感

想文などを載せた冊子を配布した。 

B 現在、本校生徒にはいないが、 

コピペなどからの盗作対策を考

えていくことも必要となる。 

ゴールドカード表彰 １年間に５０冊以上図書館の本を読ん

だ生徒を表彰（１月アセンブリー） 

  賞状とブックカバー 

A 中学でゴールドカードを獲得し

た生徒の高校からの読書数の多

い生徒への対策 

調べ学習での活用 総合学習の研究に必要な図書を

見つけて、調べる。 

各学年のテーマに応じた関連図書を 

コーナーにまとめて展示し、わかりや

すくした。 

図書や資料の見つけかたや調べ方、マ

ナーも含めてプリントしたものを作成

し、配布するし、積極的な活用ができ

るようにした。 

進路学習（高１）では、大学・学部な

どの調べ学習に図書館も利用した 

修学旅行（高２）では総合学習でのし

B 総合学習係とさらに綿密な連絡

をとり、図書館利用で調べ学習

が充実できるようにする。 

ブックトラックに各学年のテー

マにそった書籍を集約した 

総合学習の時間の図書館利用 

の方法を考える。（一斉利用は 

スペース的に無理だが、2 クラ

スごとに実施した） 



おり作り、夏休み宿題でのテーマ別ガ

イドブックの資料を作成した。 

自習時間を利用しての調べ学習（中２

保健）も行った。 

論文を書く際の情報収集と注意点につ

いて、図書館で、司書によるレクチャ

ーをけた（高３対象）。 

  図書館の活用 図書館利用のルール 

 

 

新入生に対して、オリエンテーション 

日常の利用でのきめ細かい指導をした 

A オリエンテーションだけでは時

間不足気味なので、別の機会を

みつける。 

広報 

 

はと時計の発行 本の紹介をはじめ、 

図書館クイズ、各種イベントの案内を 

した。 

A 

 

 

毎号充実した内容で魅力ある 

図書館情報をめざす。 

 

図書館で絵本ボランティア、しおり作

り、カボチャのランタンつくり、クリ

スマリースつくりを企画実施した。 

おひな様展示のため、ボランティア生

徒 とともに飾り付け 

A 積極的かつ楽しく活動できる機

会をさらにつくりたい 

 

 

 

司書体験 

 

高３対象チャレンジプログラムの１ 

として 

A 

 

図書館内部の仕事にふれるよい

機会としてとらえている。 

ブックリサイクル 司書体験活動（宗教週間）の一環とし

て、不要になった本を持参してもらい

売却した利益を寄付。 

B この企画を恒例企画として、さ

らに周知し定着させる 

 選書 選書 生徒、教職員に必要とされる図書

の充実 

図書教育係と読書運動委員（各学年 1

人）による定期的な選書を行った。 

各学年担当の教師にも可能な限り選書

に加わってもらった。 

書店へ出向いての選書（全教職員、教 

育実習生対象）を企画、実施した。 

高３のチャレンジプログラム（司書体 

験）の一環として書店での選書を体験 

リクエスト本の審議を随時行った。 

B 幅広い選書をめざし、多くの教

職員からのリクエストを知る 

機会を増やす。 

 

 

 


